
微小粒子状物質健康影響評価検討会について 

水・大気環境局 

 
 
【概要】 

○ 浮遊粒子状物質の中でも粒径の小さい微小粒子状物質（PM2.5）について、国内外

の科学的知見を踏まえ、微小粒子状物質の呼吸器系や循環器系等健康影響に関す

る評価について専門的な検討を進めることを目的として開催。 

 
○ 委員は曝露、毒性学及び疫学に関する学識経験者 18 名により構成されている（別

紙）。 
 

 

【検討事項】 

 国内外の微小粒子状物質に関する科学的知見を踏まえ、以下の事項を検討する。 
○ 粒子状物質に関する特性 
○ 微小粒子状物質の曝露評価 
○ 微小粒子状物質の生体内沈着・体内動態 
○ 微小粒子状物質の毒性学研究に関する健康影響 
○ 微小粒子状物質の疫学研究に関する健康影響 
○ 微小粒子状物質に関する健康影響評価 

 
【審議経過】 

これまで平成 19 年 5 月の第 1 回会議開催以降、計７回にわたって、精力的に審議・

検討いただいているところ。 
 

【今後の取組み】 

引き続き微小粒子状物質健康影響評価検討会において御審議いただき、年度内を目

途に、微小粒子状物質の健康影響評価に関する報告書を取りまとめる予定。 
 
【その他の取組み】 

○ 微小粒子状物質の測定方法の確立及び大気環境モニタリングの試験運用 

○ 各種発生源からのインベントリ整備及びシミュレーションによる微小粒子状物

質濃度の測定 

○ 自動車から排出される粒子状物質の成分や粒径の分布について調査 
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ＰＭ２．５とは 

 

○ 従来からは大気中に漂う粒径 10μm（1μm=0.001mm）以下の粒子を浮遊粒

子状物質と定義して環境基準を定め対策を進めてきているが、そのなかで粒

径 2.5μm 以下の小さなものを微小粒子状物質と呼んでいる。 

 

○ 微小粒子状物質は粒径がより小さくなることから、肺の奥深くまで入りや

すい。 

 
図 PM の大きさ（人髪や海岸細砂との比較）（概念図） 

 

図 人の呼吸器と粒子の沈着領域（概念図） 




